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【議会報告会】 

○児童虐待を防止するためにも、警察等の関係機関への通報、また、教育委員会やこども

未来部が警察と連携し、早期の学校訪問や家庭訪問につなげることが必要ではないのか。 

⇒議員 こども未来部、教育委員会、警察、児童相談所が連携し、情報共有することは重

要である。また、千葉県野田市や東京都目黒区で起こった虐待事案などを受け、

国も児童虐待防止に向けた様々な通知を発出しているほか、児童虐待防止法の改

正も見込まれており、それらを十分に履行していくことが重要である。議会とし

ても、関係部局、関係機関が十分に連携し、早期かつ適切な対応をしていくよう

強く働きかけていきたい。 

○児童虐待の相談対応件数は年々増加しているが、潜在的な件数はさらに多いと考える。

現在、養育支援訪問事業において、３名の保健師や助産師による専門相談・指導を行っ

ているとのことであるが、人員拡充の必要があるのではないか。また、保育士の専門的

な助言も有効であると考えるため、保健師や助産師に加え、保育士も一緒になって相談

対応に当たることが必要であると考えるがどうか。 

⇒議員 ご意見のとおりであり、当委員会でも今定例月議会において、人員拡充について

指摘したところである。また、保健師、助産師、保育士、看護師等といった幅広

い人材により、ケアに当たることが重要であると考えるため、担当部局に伝える。 

 

【シティ・ミーティング】 

≪テーマ：教育民生常任委員会の所管事項全般について≫ 

○高齢者の元気づくり支援事業について、市から、住民主体サービス等の案内があるが、

具体的な立ち上げ方法等に関する助言がない。特に、市職員は定期的に人事異動がある

ため、専門性がないと感じており、地元に対してもっと働きかけてもらえるような体制

にしてほしい。 

⇒議員 住民主体サービスの立ち上げは地域だけの力では難しく、市職員による強力かつ

継続的なバックアップが重要であり、市、地域、行政、社会福祉協議会、生活支

援コーディネーターが連携しながら、徐々に形を作り上げていくことが肝要であ

ると考えるため、市や社会福祉協議会に対して声を上げてもらうことも大切であ

（案） 



る。 

○橋北こども園設置にあたり、旧小学校施設を利用するため、園児の体格に合った施設で

はないことや、給食室と保育室が離れていること等の懸念があったが、設置後の状況に

ついて確認したい。また、公立幼稚園の適正化における、高花平幼稚園のこども園化に

向けた状況について確認したい。 

⇒議員 橋北こども園については、よい環境であり、地域にも喜ばれているという声を聞

き及んでいる。また、高花平幼稚園については、私立保育園との調整等もあり、

進みにくい状況にある。 

○あけぼの学園に通園する児童の兄弟姉妹の一時保育について、以前から課題であったが、

今なお解消されていない。今回のあけぼの学園の移転整備に合わせて、保護者から問題

提起があったはずであり、あけぼの学園の施設内に一時保育のスペースを設けるべきで

はなかったのか。あけぼの学園内や近隣に一時保育ができる施設を設置したり、一時保

育事業を行う園を増やすなど、何らかの対応をしてほしい。 

⇒議員 以前にもご意見をいただいたが、未だ解決策がないというのが現状であるため、

検討していきたいと考える。また、担当部局にも伝える。 

○以前にあけぼの学園に子供を通園させていたが、兄弟姉妹の預け先等、子育てに苦労し

た。しかし、今は第２子以降子育てレスパイトケア事業といった制度ができており、本

市の制度が整ってきたと感じる。また、本市にあけぼの学園があったからこそ、仲間が

でき、本市で子育てをすることができたと感じている。今後も福祉の充実を願っており、

予算との兼ね合いもあり難しい部分もあるが尽力してほしい。 

⇒議員 障害者にとって暮らしやすい四日市にしていきたいと考える。 

⇒議員 第２子以降子育てレスパイトケア事業について、利用期間を産後６か月から産後

12か月に延長したが、利用回数は変わっていないため、必要とする方のニーズに

応えられるよう拡充の必要があると考える。 

○中学校給食について、県地区の農業センター１か所に給食センターを設置し、そこから

全校に配送するとのことであるが、提供温度が心配である。給食センターの箇所数につ

いて変更の余地はあるのか。 

⇒議員 全国の約65％がセンター方式であり、また、昨今の食缶は保温効果が高いため、

温度をあまり低下させずに適温提供できるということが全国的にも実証されてい

る。議会においても、複数センターや自校調理方式を支持する声もあるが、セン



ター１か所が確定したわけではない。 

○保育園給食は調理後２時間以内に提供しなければならないが、給食センター１か所で２

時間以内に提供できるのか。 

○交通状況や事故等を鑑みた場合、給食センター１か所に不安を感じるがどうか。 

⇒議員 すべての中学校に１時間以内で配送できると見込んでいる。 

⇒議員 本市の小学校は自校調理方式であり、給食といえば自校調理方式というイメージ

を持つが、全国的にはセンター方式が多く、長年にわたり運用されている。最初

は不安を感じるかもしれないが、運用後は円滑に運用できるのではないかと考え

る。 

⇒議員 配送時間については、教育委員会が実際に試走して検証している。また、給食セ

ンターの箇所数については、議会内でも意見が分かれている。個人的に、複数箇

所は安心であるというイメージも持つが、少子化が進む中、財政面からも考える

必要があり、持続可能な運営を考えると給食センター１か所で進めていくべきと

考える。 

⇒議員 確かに自校調理方式は望ましいが、検証の結果、難しいと感じている。しかし、

万が一に備えてのリスク分散や確実な配送を考えると、給食センターが複数あっ

たほうがよいと考える。予算面を考慮する必要もあるが、食は大切なことであり、

もっと予算を投じてほしいと考えている。 

○中学校給食におけるアレルギー対応はどのようか。 

⇒議員 当初、教育委員会としては除去食を基本として考えていたが、議会において代替

食の検討について指摘し、その後策定された中学校給食基本構想・基本計画にお

いて、代替食での対応も検討を行っていくことが明記されている。 

○市民と市職員の間で行き違いが起こらないような対応について、研修をお願いしたい。 

⇒議員 ご意見として承る。 

○市職員は定期的に異動があり、専門性を持った職員が少ないと見受けられるため、接遇

面を含めた教育を徹底してほしい。 

⇒議員 接遇についても研修を行っているが、市民からの声を受け、さらなる改善にもつ

ながると考える。また、議会としてもチェックしていきたい。 

○富田地区において、児童生徒が横断歩道を渡っているにもかかわらず、自動車が一旦停

止せずに走行している現場を見かけるため、市長や地区市民センター館長が学校の通用



門に立って見守りをしてほしい。 

⇒議員 担当部局に伝える。 

 

 


